
人口と世帯 

平成11年 シンボルマーク 
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中心商店街初売り 

① じやらじやらセール スコップで現金いっぱいすくいどり

② 巡回無料バスや駐車場の無料開放でお買い物 

③ 本町アーケードで餅っき 私のついたお餅おいしいよ

④ 無料バスの運転手さんも一息して餅を食べます 
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1Ii旋讐履 I ID' 

一 	1 2 月 23 日、 中心商店街の各I折にイノレ 

’ 	ミ不ー：ンョンノか月又り1寸‘丁‘っれノまし7こ。 フに出」 

旧ロータリーで行われた点灯式では、五所

川原幼稚園児らが歌などで冬の街の雰囲気

を盛り上げ見守っでいた市民を幻想の世界

に誘っーていました。 

1 2月 20 日、 市民体育食自でなわとび大

会が行われ市内16ノ」、学校から 1,300人

の児童が参加しました。応援に訪れた父兄

等は、練習の成果を各種競技で披露する我

が子に盛んな声援を送っていました。 

1月 5 日、 コニルムの街ショッピングセン

ター駐車場で市消防団の出初め式が加納金

作団長をはじめ糸勺700人の消防団員と7肖

防車両46台が参加し行われました。 

1Jii 日、 ホテルサンノレート五所川原に

おいて新年名刺交換会が行われ参加者らは

和やかなムードの中あいさつを交わし新年

のスタートを切りました。 
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エルムの街に建設中の勤労者スポーツ

センター（左）と国の合同庁舎（右） 

川
と
堰
を
き
れ
い
に
 

し
て
く
だ
さ
い
 

奈
良
光
雄
さ
ん
国
川
）
 

市
に
十
万
円
寄
贈
 

建
設
省
五
所
川
原
工
事
事
務
所
な
ど

に
勤
務
し
、
退
職
さ
れ
た
奈
良
光
雄
さ

ん

（
六
七）
（
田川
）
が
こ
の
度
、
岩
木

川
か
ら
の
取
水
に
「
い
て
役
立
て
て
く

だ
さ
い
と
自
分
の
年
金
の
一
部
十
万
円

を
成
田
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

奈
良
さ
ん
は
、
 「長
年
、
岩
木
川
の

治
水
に
携
わ
り
今
日
あ
る
の
は
岩
木
川

の
お
蔭
と
思
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も

川
や
堰
が
き
れ
い
に
な
る
こ
と
に
お
役

に
立
て
れ
ば

：
‘」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 
 

と
う
も
あ

り
が

と
う
こ
ざ
い
ま
す
 

⑨
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
五
所
川
原
市
朝
市
の
会
（
村
元
虜
志
会
長
）
H
五
万
千
八
百
七
十
九
円
。
 

〇
裏
千
家
五
所
川
原
和
敬
会
（
江
渡
せ
「
代
表
）
H
四
万
千
二
百
二
十
六
円
。
 

〇
五
所
川
原
ヤ
ク
ル
ト
親
交
会

（加
藤
加
一
子
代
表
）
H
四
万
五
千
円
。
 

〇
美
し
い
き
も
の
「
み
つ
わ
」
 
（
中
嶋美
津
子
社
長
）
H
五
万
二
千
三
百
円
。
 

〇
貧
者
の
一
灯

（
平川
巌
代
表
）
H

一
万
千
九
百
四
十
一
円
。
 

⑨
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
五
所
川
原
保
育
園
（
小
笠
原
亮
一
代
表
）
H
慰
問

（
園
児
三
十名
に
よ
る
遊
戯
 

・

楽
器
演
奏
）
、寄
贈

（
ケ
ー
キ
五
＋個
）
。
 

〇
津
軽
野
保
育
園
（
渋
谷
守
夫
代
表
）
H
慰
問

（
園
児二
＋
七
名
に
よ
る
遊
戯
・

歌
）
、寄
贈

（ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
五
十
個
）
。
 

〇
さ
く
ら
保
育
園
（
大
沢
公
至
代
表
）
目
慰
間

（
園
児
四十
名
に
よ
る
遊
戯
・
歌
）
、
 

寄
贈

（
みか
ん
二
箱
）
。
 

〇
か
ね
さ
株
式
会
社
（
阿
保
健
司
代
表
）
H
寄
贈

（カ
ル
シ
ウ
ム
入
り
味
噌
十
キ

ロ
グ
ラ
ム
、
味
き
ゆ
う
り
漬
け
物
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
。
 

＠
市
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
（
 

〇
五
所
川
原
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ

（
平泉
友
弘
会
長
）
H
十
万
円
。
 

〇
東
京
都
匿
名

H

百
万
円
。
 

⑨
五
所
川
原
市
（
 

〇
青
森
銀
行
従
業
員
組
合
（
山
口
祥

久
執
行
委
員
長
）
H
寄
贈
（
防
犯

灯
十
基
）
。
 

※
 
同
組
合
は
、
明
る
く
住
み
良
い
社

会
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加
し
よ
う

と
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら
県
内
各
市

町
村
に
防
犯
灯
を
寄
贈

（
町
村
は
五

基
、
支
部
は
十
基
以
上
）
し
て
お
り
、
 

こ
れ
ま
で
の
累
計
は
七
百
五
十
五
基

に
な
り
ま
す
。
 

「成田市長に目録を手渡す 
山口祥久青森銀行従業員組合 

執行委員長」 
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「南
部
地
区
舞
 
響

麟
舞
 

土
地
区
画
整
理
審
議
会
喜
 

委
員
の
改
選
 

区
画
整
理
室

内
線

3
2
5
 

n飼rmati⑥n 

南
部
地
区
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委

員
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
を
、
次
に

よ
り
実
施
し
ま
す
。
 

〇
選
挙
期
日
 
3
月
1
5日
囲
 

◇
選
挙
人
名
簿
縦
覧
の
日
程
及
び
実
施

場
所
 

・

期
間
 
2
月
4
日
困
、
2
月
1
7日
困
 

・

時
間
 
8
時
3
0分

ー
1
7時
 

・

場
所
 
建
設
部
都
市
計
画
課
 

◇
立
候
補
の
届
出
期
間
 

2
月
1
9日
団
、
2
月
2
6日
固
 

第

1
8回
 

）
舞
」
一

ス
ポ
ー
ツ
医

事
相
談
室
 

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ッ
健
康
課
内
 

事
務
局
内

線

5
6
0
・
5
6
ー
 

ス
ポ
ー
ッ
選
手
や
愛
好
者
で
、
ス
ポ
 

ー
ッ
障
害
や
健
康
管
理
に
つ
い
て
ス
ポ
 

ー
ツ
ド
ク
タ
ー
の
指
導
助
言
を
受
け
た

い
方
は
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

〇
1
月
2
1日
困
・
1
月
2
8日
困
・
2
月
 

4
日
困
 
各

1
5時

ー
1
7時
 

市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

◇
相
談
料
 
無
料
 

◇
申
込
方
法
 

事
務
局
に
申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
の

で
、
所
定
事
項
を
記
入
の
上
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
 

神
山
ス
キ
ー
場
 

利
用
の
こ
案
内
 

市
教
育
委
員
会
ス
ポ

ー
ッ
健
康
課

内
線

5
6
0

・
5
6
ー
 

《
利用
期
間
・
リ
フ
ト
運
転
時
間
）
 

〇
1
月
1
8日
同
、
1
月
3
1日
同
 

土
・
日
曜
日
は
9
時

ー
2
1時
ま
で
 

平
日
は
1
6時

ー
2
0時
ま
で
 

〇
2
月
6
日
田
5
3
月
3
1日
困
 

土
・
日

・
祝
祭
日
、
春
休
み
の
み
9
 

時
、
2
1時
ま
で
 

※
雪
の
状
態
に
よ

つ
て
、
リ
フ
ト
の
運
 

転
を
休
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

◇
利
用
料
金
 
無
料
 

◇
注
意
事
項
 

・

酒
気
を
帯
び
た
方
、
又
は
他
人
の
迷

惑
に
な
る
と
認
め
ら
れ
た
方
は
退
場

し
て
も
ら
い
ま
す
。
 

・

ケ
ガ
等
の
応
急
措
置
は
お
こ
な
い
ま

す
が
、
そ
れ
以
上
の
責
任
は
負
い
か

ね
ま
す
の
で
十
分
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
 

教
育
訓
練
給
付
制
度
 

の
お
知
ら
せ
 

五
所
川
原

公
共
職
業
安
定
所
 

雇
用
保
険

課
公
（3
4)
3
1
7
ー
 

自
分
の
職
業
能
力
向
上
を
目
指
し
働

く
人
、
働
き
た
い
人
を
支
援
す
る
た
め

平
成
1
0年
1
2月
1
日
か
ら
教
育
訓
練
給

付
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

◇
支
給
対
象
者
 

雇
用
保
険
の
一
般
被
保
険
者
の
方
ま

た
は
被
保
険
者
で
あ
っ
た
方

（被
保
険

者
で
な
く
な
っ
た
後
、
 一
定
期
間
内
に

教
育
訓
練
を
開
始
し
た
方
に
限
る
）
が
、
 

労
働
大
臣
の
指
定
し
た
教
育
訓
練
を
受

講
し
、
修
了
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
次

に
該
当
し
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

・

被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間
が
5
年
以

上
あ
る
方
。
 

・

過
去
に
教
育
訓
練
給
付
の
支
給
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
支
給

に
係
る
教
育
訓
練
を
受
け
て
か
ら
、
 

5
年
以
上
経
過
し
た
方
。
 

・

平
成
1
0年
1
2月
1
日
以
降
に
指
定
教
 
 

育
訓
練
を
開
始
し
た
方
。
 

◇
支
給
額
 

入
学
料
及
び
受
講
料
（
最
大
一
年
分
）
 

の
8
割
に
相
当
す
る
額
（
た
だ
し
、
2
0
 

万
円
を
限
度
）
を
受
講
者
本
人
に
支
給

し
ま
す
。
ま
た
、支
給
額
が
8
、
0
0
0
 

円
を
超
え
な
い
場
合
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。
 

◇
支
給
申
請
手
続
き
 

受
講
修
了
後
、
本
人
の
住
所
を
管
轄

す
る
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
 

に
教
育
訓
練
給
付
金
支
給
申
請
書
等
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

平
成
1
1年
度
電
気
通
信
 

サ
ー
上
ス
モ
ニ
タ
ー
募
集
 

郵
政
省
東

北
電
気

通
信
監
理

局
 

電
気
通

信
事
業
課
 

費
0
2
2
（勿
）
0
6
2
7
・
0
6
2
8
 

◇
応
募
資
格
 

電
話
等
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関

心
が
あ
る
満
2
0歳
以
上
の
方
で
、
次

の
活
動
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
方
。
た

だ
し
、
郵
政
職
員
、
N
T
T
等
の
電
気

通
信
事
業
所
に
勤
務
経
験
の
あ
る
方
及

び
そ
の
ご
家
族
を
除
き
ま
す
。
 

◇
活
動
内
容
 

①
郵
政
省
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
へ
の
回
答

（
年2
回
実
施
予
定
、
 

全
員
）
 

②
各
地
域
で
開
催
す
る
モ
ニ
タ
ー
会
議

へ
の
出
席
（
年
1
回
開
催
予
定
、
別

途
出
席
を
お
願
い
す
る
方
）
 
 

◇
委
嘱
期
間
 

平
成
1
1年
4
月
1
日
か
ら
平
成
1
2年
 

3
月
3
1日
ま
で
の
1
年
間
 

◇
募
集
人
員
 

全
国
で
1
、
0
0
0
名
程
度
 

◇
募
集
期
間
 

1
月
2
0日
困
、
2
月
2
0日
田
 

（
当
日
消印
有
効
）
 

◇
応
募
方
法
 

ハ
ガ
キ
の
表
面
に
 
「モ
ニ
タ
ー
希

望
」
 
と
記入
の
上
、
裏
面
に
住
所
、
 

氏
名
（

フ
リ
ガ
ナ
）
、電
話
番
号
、
 

年
齢
、
性
別
、
職
業
、
応
募
の
動
機
、
 

モ
ニ
タ
ー
経
験
の
有
無
及
び
モ
ニ
タ
 

ー
会
議
参
加
希
望
の
有
無
を
記
入

し
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ハ

ガ
キ
以
外
で
の
応
募
は
ご
遠
慮
願
い

ま
す
。
 

◇
応
募
先
 

〒
9
8
O
H
8
7
9
5
 

仙
台
市
青
葉
区
本
町
3
1
2
1
2
3
 

東
北
電
気
通
信
監
理
局
 
電
気
通
信

事
業
課
 

◇
選
定
結
果
の
通
知
 

応
募
者
の
中
か
ら
地
域
・
年
齢

・
性

別
等
の
構
成
を
考
慮
し
、
モ
ニ
タ

ー
 

を
お
願
い
す
る
方
に
は
、
そ
の
旨
を
 

3
月
末
日
ま
で
に
通
知
す
る
と
と
も

に
委
嘱
状
を
送
付
し
ま
す
。
 

な
お
、
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
方
に
は

通
知
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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⑥
消
費
税
等
（
個
人
事
業
者
）
の

確
定
申
告
が
必
要
な
人
は
 

個
人
事
業
者
の
方
で
、
平
成
八
年
中

の
課
税
売
上
高
が
三
千
万
円
を
超
え
る

方
及
び
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
を
提

出
さ
れ
た
方
は
、
三
月
三
十
一
日
（
水
）
 

ま
で
に
平
成
十
年
分
の
「
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
書
」
を
提
出

し
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
合
計

額
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

な
お
、
手
続
き
等
に
つ
い
て
お
分
か

り
に
な
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
 

最
寄
り
の
税
務
署
又
は
税
務
相
談
室
」・

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
コ
ー
ド番
号

は
、
 〔
六
二
一
一〕
 
（消
費
税
の
納
税

義
務
者
）
、
 〔六
六
〇
一
〕
 （
消
費税

の
申
告
と
納
税
）
で
す
。
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国
際
政
治
学
者
と
し
て

テ
レ
ビ
等
で
活
躍
中
 

舛

添
要
一
さ

ん
 

「採
用
を
聞
い
て
、
と
て
も
嬉
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
お
祭
り
の
際
に

は
、
是
非
、
爆
笑
問
題
と
と
も
に
現
地

で
番
組
を
企
画
し
た
い
も
の
で
す
。」
 

夏まつLiの名前が変わ Liます 

新名称は 

こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
り
奥
津
軽
を

代
表
す
る
祭
り
と
し
て
、市
内
は
勿
論
、
 

西
北
五
地
域
に
親
し
ま
れ
て
き
た
「
五

所
川
原
虫
お
く
り
と
火
ま
つ
り
」
の
名

称
が
今
年
か
ら
変
わ
り
ま
す
0
 

昨
年
、
全
国
的
に
そ
の
名
を
轟
か
せ

た
立
侵
武
多
を
全
面
に
押
し
だ
す
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
の
虫
お
く
り
や
花
火

大
会
等
を
効
果
的
に
P
R
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
五
所
川
原
虫
お
く

り
と
火
ま
つ
り
運
営
委
員
会

（川
村
恒

儀
大
会
長
、
五
所
川
原
商
工
会
議
所

会
頭
）
が
一
般
公
募
し
た
と
こ
ろ
七
十

七
作
品
の
応
募
が
あ
り
、審
査
の
結
果
、
 

国
際
政
治
学
者
の
舛
添
要
一
さ
ん
が
応

募
し
た
「
グ
ラ
ン
ド
ね
ぷ
た

ー
火
と
虫

の
祭
典

ー
」
を
原
案
し
て
今
回
の
名
称

が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

新
名
称
の
選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
川

村
会
頭
、
立
侵
武
多
を
つ
く
る
会
の
平

山
誠
敏
会
長
、
市
観
光
協
会
の
寺
田
春
 

一
会
長
ら
が
成
田
市
長
を
訪
れ
、
五
所

川
原
と
い
う
地
名
を
入
れ
る
か
否
か
、
 

漢
字
と
ひ
ら
が
な
を
ど
の
よ
う
に
使
う

か
な
ど
活
発
な
意
見
交
換
を
し
て
、
最

終
的
に
今
回
の
名
称
に
決
ま
「
た
も
の

で
、
今
後
、
運
営
委
員
会
で
は
新
名
称

を
ポ
ス
タ
ー
等
に
使
用
し
て
、
全
国
的

に
P
R
し
て
い
く
予
定
で
す
。
 

舛
添
要
一
さ
ん
は
、
全
国
ネ
ッ
ト
の

民
放
テ
レ
ビ
が
立
佼
武
多
を
取
り
上
げ

た
際
に
ゲ
ス
ト
出
演
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
今
回
応
募
し
た
も
の
で
、
運
営

委
員
会
で
は
お
礼
に
と
記
念
品
を
贈
る

と
と
も
に
、
こ
れ
を
契
機
に
今
後
と
も

立
伝
武
多
を
P
R
し
て
も
ら
い
た
い
と

し
て
い
ま
す
。
 

国
の
教
育
ロ

ー
ン
 

の
お
知
ら
せ
 

国
民
金
融
公

庫
弘

前
支
店
 

公
0
1
7
2
(3
6)
6
3
0
3
 

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
高
校
、
短
大
、
 

大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
な
ど
に
 

人
学

・
在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
 

の
、
教
育
資
金
を
必
要
と
し
て
い
る
ご
 

家
庭
を
対
象
に
、
低
利
の
融
資
制
度
を
 

設
け
て
い
ま
す
。
 

《
制
度
の
概
要
》
 

◇
融
資
限
度
額
 
学
生
・
生
徒
お
一
人
 

に
「
き
2
o
o
万
円
以
内
。
 

◇
返
済
方
法
 

8
年
以
内
、
ま
た
在
学
期
間
内
で
元
 

金
据
置
可
能
（
最
長
4
年
）
。
 

◇
返
済
方
法
 

毎
月
元
利
均
等
払
（
ボ

ー
ナ
ス
併
用
 

払
、
ス
テ
ッ
プ
払
も
可
能
）
。
 

◇
利
率
 
年
2
・
3
%
 

（
平成
1
1年
1
月
1
5日
現
在
）
 

一
部

5
0
0
円

企
画

課
 

内
線

4
6
2
 

「昨年以上の盛り上がりが 
期待される立侵武多で 

今年も熱い夏を！」 

県 民 手 帳 の
申し込みについて、 

占森県統司協会から出版されて

いる平成11年度版「県民手帳」の在

庫が若干ありますので、購入ご希望
の方は早めにお申し込みください。 

血 

五所川原市 

1999 



紙
懸
海
 
’
、
、
、

f

、
、
ぐ

I
 ー
 
ー
 
ノ
…
、
ノ
 

f

ノ
；
 
業
者
登
録
受
付
ノ
 

」m一
 

蕊
」
言
又
」
一
 

又
淳
 

一
口
に
二
、
 

W
黛
ソ
m
 

議
資
」海
『
 

」、与
、
 

（
マ
ーへ

、
 

I

名
、
 

（マ
ぎ
 

市独自様式 （申請用紙は、管財課にあります） 

添付書類 
1 ※納税証明書 
2 身分証明書（個人のみ） 
3 営業証明書（個人のみ） 
4 登記簿謄本（法人のみ） 
5 財務諸表類（1年分） 
6 年間委任状（提出者のみ） 
7 物品等供給業者カード 
8 営業に必要な資格等の写し 

（有資格者又は事業登録証明書など） 

県
立
木
造
高
等
技
術
専
門
校
 

平
成
1
1年
度
学
生
募
集
 

県
立
木
造
高
等
技
術

専
門
校

公
（4
2)
2
4
2
4
 

木
造
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
離
職

や
転
職
者
を
対
象
と
し
た
平
成
1
1年
4
 

月
に
入
校
す
る
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
 

◇
募
集
定
員
 

・

溶
接
科
・
建築
科
・
配
管科
 
各
2
0名

◇
募
集
締
切
 
2
月
2
5日
困
 

◇
選
考
日
 
3
月
5
日
国
 

※
詳
し
く
は
、
木
造
高
等
技
術
専
門
校

か
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

八
ノ
 

、ノ、ノ 

市では、平J戎11年度に発注する工事等の入札に参加を希望する業者の申請書を受付一いたします

のて三、次により手続きをしてください。 

ii -早ー 
リ里i」 
ら釜5誉諮 

鍵

雄
 

糧
一
 

こ
与
 

濃
」
 

●物‘ 

◆受付一期間 平成11年 2月1日から平成11年 3 
◆受付場所 管財課契糸勺調達係 ◆提出方法

◆申請書の有効年度 〇建設工事一平成11年度

〇測量等（測量・建設コンサルタント等） -
度有効） 〇物品等（役務の提供を含む。）ー  

月1日まで（土曜日、 日曜日及び祝祭日を除く）。 

持参又は郵送 ◆提出書類 次のとおり（各1部） 

（市外業者の追加分は、平成11年度のみ有効） 

平成11年度（ただし、市外業者は、平成11-12年
平I戎11年度 

事 

青森県統一様式又は建設省統一様式 
フラットファイル（A4 S型）に綴り込んで、フアイ
ルの表紙に会社名を記載してください。 

添付書類 
1 経営事項審査結果通知書の写し 

（経営事項審査基準の改正後〈平成10年7月1日
施行〉のものに限る。また、次期決算日が到来し
た場合は、審査基準日〈決算日〉から 7 カ月以内
に審査を受け、有効期間が満了となる前に、再度
提出すること。） 

2 工事経歴書 
3 営業所一覧表 
4 技術職員名簿 

（市内業者については、技術職員に関する資格の証 
明書等の写しを添付すること） 

5 建設業許可証明書 
6 身分証明書（個人のみ） 
7 営業証明書（個人のみ） 
8 登記簿謄本（法人のみ） 
9 年間委任状（提出者のみ） 

10 ※納税証明書 

物 Iiliii 等（役務の提供を含む） 

測量 等（測量・建設コンサルタント等） 

建設省統一様式 
フラットファイル（A4 S型）に綴り込んで、フアイ 
ルの表紙に会社名を記載してください。 

添付書類 
1 測量等実績調書 
2 技術者経歴書 
3 営業所一覧表 
4 登録証明書等 
5 財務諸表類（1年分） 
6 身分証明書（個人のみ） 
7 営業証明書（個人のみ） 
8 登記簿謄本（法人のみ） 
9 年間委任状（提出者のみ） 
10 ※納税証明書 

※納税証明書 

1．本店が市内にある法人については、代

表者個人の納税証明書も添不十すること。 

2．支店及び営業所等が市内にある業者に

ついては、市の納税証明書も添不士する

こと。 

⑥申請用紙の頒布先 

・建設工事 

（社）青森県建設業協会 

合 0 1 77-22-761 1 
（社）青森県建設業協会北五支部 

" O 1 7 3-3 5-243 8 
・測 量 等（測量・建設ニコン／ーサノレタント等） 

（社）東北建設協会青森支所 

合 0 1 7 7 一 34 一 7754 
・物 品 等（役務の提供を含む。） 

五所川原市役所管財課 《申請用紙は無率＋

です。ただし、郵送を希望する場合は、 

返信月弾寸筒（角 2 ）と切手（140円分） 

が必要となります。》 

《》申請書交イ；」・期間 う杓戎11年1月 4 日～平成 

11年2 月26日（土曜日、日曜日及び祝祭日を除く。） 

（注） 書類の不備なものについては、受付いた

しませんので留意してください。なお、言羊

しいことは、管財課契糸勺調達係（"35-21 11 
内線473）へお問い合わせください。 

五所川原市役所 容35-2111 	平成11年1月15日 6 



ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
教
室
 

の
お
知
ら
せ
 

L
r
邸
「
【A一
‘L'J
 

×
ー

需
」
』J
!
’H引
」
 

魯
「い
、
 

4
1
 

き
A
 

ノ
 

国
際
ア
ン
テ
ル
セ
ン
賞
作
家
 

リ
ン
ド
ク
レ
ー
ン
の
 

長
く
つ
下
ピ
ッ
ピ
 

五
所
川
原
お
や

こ
劇
場

公
（
3
4)
2
1
7
0
 

●

2
月
1
1日
困
 
祝
日
 

①
1
0時
3
0分
 
②
1
2時
3
0分
 

③
1
4時
3
0分
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 
小
ホ
ー
ル
 

◇
前
売
券
 
大
人
 
1
、
2
0
0
円
 

（
当
日1

、
4
o
o
円
）
 

4
歳
以
上
小
中
高
生
 
8
0
0
円
 

※
展
示
館
、
津
軽
金
山
焼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

は
9
時
か
ら
開
館
い
た
し
ま
す
。
 

〈
内
容〉
 

◇
窯
出
し
即
売
会
 

5
、
o
o
o
点
余
り
を
即
売
し
ま
す
。
 

◇
陶
芸
教
室
（
先
着
3
0名
）
 

午
前
の
部
 
1
1時
5
 

午
後
の
部
 
1
4時
5
 ・

参
加
費
 
1
、
8
o
o
円
 

◇
雪
上
宝
探
し
大
会

（
先着
3
0名
）
 

午
前
の
部
 
1
1時
5
 

午
後
の
部
 
1
4時
5
 

◇
餅
つ
き
大
会
（
お
汁
粉
振
る
舞
い
）
 

（
当
日1

、
0
o
o
円
）
 
◇
お
楽
し
み
抽
選
会
 

◇
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
 

五
所
川
原
お
や
こ
劇
場
・
タ
カ
ョ
楽

器
・
ェ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
・
辻
カ
レ
ン
ダ

ー
店
・
天
龍

看
板
店
 

◇
主
催
 

青
森
県
子
ど
も
劇
場
お
や
こ
劇
場

青
森
朝
日
放
送
 

●

1
月
3
1日

同
  

1
0時
5
1
7時
 

津
軽
金
山
焼
窯
業
協
同
組
合
敷
地
内

イ
 

・

2
、
o
o
o
円
以
上
お
買
い
あ
げ
の

方
に
も
れ
な
く
豪
華
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

初
心
者
・
親
子
・
女
性
・
 

級
を
目
指
す
方
大
歓
迎
 

●

毎
週
土
曜
日
 
1
9時
5
2
0時
 

グ
リ
ー
』て
ハ
イ
オ
村
「
フ
ア
ミ
リ
ー
 

ス
キ
ー
場
」
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

×
 

はつらつ女性課内讐33§／ 

健
扇‘
談
コ
 

◇
内
容
 

心
の
相
談
、
病
気
の
相
談
、
血
圧
測
 

定
等
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳

（
お
持
ち
の
方
）
 

ー
各
地
区
で
の
 

身
も
心
も
さ
っ
ぱ
り
す
る
 

健
康
相
談

ー
 

●

2
月
5
日
岡
 
1
0時
3
0分
5
1
2時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
飯
詰
 

●

2
月
5
日
岡
 
1
3時
5
1
4時

前
田
野
目
公
民
館
 

●

2
月
8
日
同
 
1
0時
3
0分
5
1
2時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
中
川
 

す
く
す
く
健
診
 

●

受
付
 
1
2時
3
0分
5
1
2時
4
5分
 

市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ
ー
 

※
3
歳
児
健
診
の
み
は
1
2時
1
5分
5
1
2
 

時
3
0分
に
受
付
し
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
 

※
お
願
い
 
健
診
に
来
ら
れ
な
か
っ
た

方
は
、
は
「
ら
つ
女
性
課
窓
ロ
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
病
気
治
療
中
の

お
子
さ
ん
は
、
翌
月
に
健
診
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
 

す
こ
や
か
発
達
相
談
 

●

2
月
3
日
困
・
2
月
1
7日
困
 

1
0時
5
1
2時

・
1
3時
5
1
5時
 

市
働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ
ー
 

※
2
月
1
7日
の
午
後
は
予
約
が
必
要
。
 
 ◇

内
容
 

各
月
齢
で
の
成
長
、
発
達
、
育
児
、
 

遊
び
、
栄
養
（
離
乳
食
等
）
相
談
。
 

※
予
約
相
談
は
随
時
、
電
話
に
て
受
付

し
て
い
ま
す
0
 

献
血
の
ご
案
内
 

●

2
月
3
日
困
 
m
時
5
1
2時

青
山
荘
 

●

2
月
3
日
困
 
1
3時
5
1
5時
3
0分

津
軽
広
域
農
業
共
済
組
合
北
五
支
所

◇
協
賛
 
津
軽
広
域
農
業
共
済
組
合
職
員
会
 

五
所
川
原
市
立
 

図
書
館
か
ら
あ
れ
こ
れ
 

図
書
館
の
隠
れ
ロ
ング
セ
ラ
ー
 

疋
番
作
家
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
が
ロ

ザ
ム
ン
ド
・
ピル
チ
ャ
ー
。
代
表
作
「
シ

ェ
ル
シ

ー
カ
ー
ズ
」
は
2
段
組
上
下
2
 

冊
の
厚
さ
に
も
か
かわ
ら
ず
1
4名
の
方

が
読
ん
で
い
ま
す
。イ
ギ
リ
ス
や
ス
コ

ツ
ト
ラ
ン
ド
を
舞
台
に
し
た
ラ
ブ
ロ
マ

ン
ス
、
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で

で
す
が
、
け
っ
し
て
甘
い
だけ
の
物
語

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
第
2
次
世
界
大
戦

を
経
験
し
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
あ
わ
た

だ
し
く
日
常
を
駆
け
ず
り
ま
わ
「
て
い

る
後
輩
達
（
、
人
生
も
そ
う
悪
い
こ
と

ば
か
り
じ
ゃ
な
い
と
語
り
かけ
て
く
れ

ま
す
。
少
し
疲
れ
気
味
の
女
性
を
そ
っ

と
癒
や
し
て
く
れ
る
、
薬
草
入
り
の
お

茶
み
た
い
な
本
は
い
か
が
で
す
か
？

・
 

対象児 期 日 

4 カ月児 

健 	診 

平成10年 

9月生まれ 

2月 2 日 

（火） 

1
6健
 
カ
 

ロ
刀

歳
児
診
 

平成9年 

8月生まれ 

2月23日 

（火） 

3 歳児 

健 	診 

平成 7 年 

10月生まれ 

2月18日 

（木） 

7 平成11年1月15fl 	五所川原市役所 公35-2111 



No.9 

今
年

の
抱
負
は
 

「地
域
全
体
の
発
展
に
 

少
し

で
も
力
を
貸
し

た
い
」
 

松

本

和
春

さ
ん
 

H
下
岩
崎
H
 

五所川原市食生活改善推進員会 

「スベイン風綴達巻きI 

材料（6人分） × 一り王丑瞥理に讐ミた 
'I'i 'l1 、、J ノ、ノJ ノ 	この時期に、一風変わ 

じゃがいも 75g った「スペイン風伊達 
プロセスチーズ 如g 異曳 .'4い‘、みジ7阜 I 
― 	 ニニ 	せこさ」 ‘d、V‘刀‘ノJ‘、 レよ 

塩、こしょう 少々 “ 、ー、ク」、‘ー 
玉ねぎ（みじん切り） 	ンの色が鮮やかで、揚 

45g げたじゃがいもやチー 

※「洋風にぎりずし」は、2/1号でご紹介します。 

〈作り方〉 

①じゃがいもとプロセスチーズは 8m角に切

り、じゃがいもは少なめの油でさっと揚げ

る。 

②卵を割りほぐして塩、こしょうをふり、①と

たまねぎ、ピーマン、にんにくを混ぜる。 

③卵焼き器に油を薄くひき、卵焼きを作る。 

④温かいうちに巻きすにとって巻き、そのま

ま冷やして形を整える。 

ピーマン
赤ピーマン
にんにく
サラダ油 

× 

ピーマン 	1 個 	ズが味にこくを出しま 
赤ピーマン 1/3個 す。栄養満点で育ち盛
にんにく 
り菊‘ 小さL 危 りのお子さまにもぴっ 

ピーマン 	1 個 
赤ピーマン 	1/3個 
にんにく 	少々 
サラダ油 小さじ2/3 

揚げ油 
ご’ノノ山 	ザ素 	うか。 
卵 
」」＝ ー I  

、 	 ノ たりです。 

材 料（6人分） 

じゃがいも 	75 g 
プロセスチーズ 如g 
揚げ油 	適量 
卵 	 3個 
塩、こしょう 	少々 
玉ねぎ（みじん切り） 

45 g 

	ノ 

今回は市農業協同組合花き部会副会長、市

農業委員、また昨年度青年農業士北五地区会

長などを務め、当市の農業の未来を考え、実

行している松本和春さんを紹介します。 

菊を通年で栽培しているとか 

そうです。よく市場の価格をみて出荷する

ということがいわれますが、 うちの花き部会

では逆に一年を通して安定的に出荷すること

にしています。 これは五所川原ブランド 「雪

花美人」 の価格の高値・安定につながりまし

た。 それと、今年はいままで作付けしていた

夏菊 「精雲」 にかわって 「岩の白扇」 にチャ

レンジしてみようと思っています。 この品種

は全国的にも有望視されているんですよ。 

―市農業委員を務められて感じることは 

農業委員としてはまだ一期目ですが、いろ

んな人と話す機会が出来、農業委員として市

の農業を考え、 リーダーシップを発揮してい

かなければいけないと思うようになりました。 

個人で農業をやっていても今は売れない時

代です。 地域全体で盛り上げ、ブランド開発

に取り組まなければ新しい農業は生まれない

集団経営の時代だと思います。それと経営能

力ですね。昨年2 月には青年農業士北五地区

会長として経営コンサルタントを招いて勉強

会を開きました。 先進地といわれているとこ

ろは、機械化、効率化の面で農業経営が進ん

でいるといっていいと思います。 

―松本さんの今後の夢は 

花き部会のみんなと話しているんですが、 

総合的なハウス団地を作りたいと思っている

んです。 そこでは農業者が互いにいいところ

を教え合って、地域全体のブランドを作りた

い。 それこそブランド名だけで五所川原を連

想するような。 そのために今、いろんな人と

実現に向けて話し合っている人ブですよ。 

このコーナーでは、市内で農業に従事され
ている方々にスポッ トを当てて、厳しい状況

下にあると言われる今の農業をI応援します。 

月／日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

1 /24 日
  

江渡内科医院 五所川原市字旭町7 34-3000 

1 /31 日
  

冨田胃腸科内科医院 五所川原市みどり町4-128 34-3211 

※1．対応時間（電話で確認）午前 9時から午後5時
まで。 

2．その他、消防署（救急医院案内合34-4999）で

紹介します。 
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